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．錘希望に満おで・・暑裸立お

　　　　　～十日町高校卒業式2月28日～
　　　全日制360人。定時制24人の卒業生。

　　　　先生。父兄＼在校生の祝福＼激励の拍手の中＼かずかず

　　　の思い出を胸に新たな進路に向って力強い第一歩を踏みだ

　　　しました。　「おめでとう！」
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（　〉内は前年度

　　　対比増減率

　市議会第／回定例会が3月5日から開かれ。昭

和60年度予算を審議中です。

　60年度一般会計予算案は前年度比3．8％減の1／2

億7，500万円で「教育￥生活関連道路￥克雪。福

祉、コミュニティ」などを柱に編成されています

　国民健康保険＼下水道．簡易水道、診療所、老人

保健の5つの特別会計の合計は58億6，559万3，000

円．4．3％の減となり、一般会計と特別会計の総額

は／7／億4，059万3，000円￥2．9％の減となりました・

　60年度予算案の内容をお知らせします。

市
債
を
抑
制
し
健
全
財
政
を
堅
持

市民曝人が

負担する市税

　60，訓3円

市民潅人あた鱗鶴

使われるお金

、　　23馨，700円　　、

　
昭
和
六
〇
年
度
の
国
家
予
算
案
は
、

実
質
成
長
率
を
四
・
六
％
と
見
込
み
、

一
般
会
計
で
前
年
度
比
三
・
七
％
増

の
五
二
兆
四
、
九
九
六
億
円
余
り
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
債
費
、
地
方

交
付
税
交
付
金
以
外
の
歳
出
は
、
三

年
続
け
て
前
年
度
同
額
以
下
に
圧
縮

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
予
算
環
境
を

踏
ま
え
て
、
当
市
の
六
〇
年
度
予
算

案
は
、
昨
年
見
直
し
を
行
っ
た
総
合

計
画
に
基
づ
き
「
産
業
田
園
文
化
都

市
」
実
現
に
向
け
て
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
市
単
独
事
業
の
起
債
減

額
、
一
般
行
政
経
費
の
削
減
を
行
い
、

重
点
事
業
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は
一
一
二
億
七
、
五
〇
〇
万
円
で
、

前
年
度
対
比
三
・
八
％
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
当
初
予
算
が
前
年
度
対

比
で
減
額
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
十

一
年
度
以
来
二
十
九
年
ぶ
り
の
こ
と

で
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
健
全
財

政
を
維
持
す
る
た
め
、
市
債
の
抑
制

を
最
優
先
に
し
た
た
め
と
、
総
合
体

育
館
、
学
校
改
築
な
ど
の
大
規
模
建

設
事
業
が
完
了
・
ピ
ー
ク
を
越
え
た

た
め
で
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
国
の
高
率
補
助
一

割
削
減
に
よ
り
、
国
庫
支
出
金
が
一

60年度で完成するバイタリティ事業（写真は神明公園）

四
億
八
二
八
万
円
で
一
五
・
四
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
が
、
経
常
的
な
国

庫
補
助
金
・
負
担
金
は
地
方
交
付
税

で
、
投
資
的
事
業
は
建
設
地
方
債
で

み
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
市
の
負

担
増
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
地
方
交
付
税
は
三
二

億
九
、
八
○
○
万
円
で
一
五
・
七
％

と
大
幅
な
増
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
税
は
前
年
度
対
比
四
・
八
％
増
、

五
十
九
年
度
決
算
見
込
み
対
比
六
％

増
の
二
九
億
三
、
四
九
四
万
円
を
見

込
み
ま
し
た
。
国
の
地
方
財
政
計
画

に
お
け
る
地
方
税
の
伸
び
は
一
〇
・

　
歳
出
面
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
市

民
要
望
に
応
え
る
た
め
、
一
般
経
常

経
費
五
％
減
、
単
独
事
業
一
〇
％
減

の
シ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
、
維

持
補
修
費
で
七
・
六
％
の
減
と
な
り
、

人
件
費
は
四
・
三
％
の
増
、
物
件
費

は
六
・
三
％
の
増
に
お
さ
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
市
で

は
法
人
税
の
落
ち
込
み
が
あ
り
、
伸

率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
一
二
億
四
、
三
六
〇
万
円

で
、
前
年
度
比
五
億
二
、
五
二
〇
万

円
、
二
九
・
七
％
の
減
で
す
。
予
算

に
占
め
る
割
合
も
、
昨
年
の
一
五
・

一
％
か
ら
一
一
・
O
％
に
さ
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
市
民
要
望
の

先
取
り
と
し
て
実
施
し
て
き
た
公
共

投
資
に
目
途
が
つ
き
、
今
後
の
財
政

運
営
は
、
市
債
の
割
合
を
落
し
な
が

ら
財
政
の
健
全
化
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
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、
一
七
・

六
％
減
少
し
て
二
九
億
九
、
四
五
二

万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
総
合
体
育

館
の
開
館
、
学
校
改
築
お
よ
び
単
独

事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
公
債
費
は
二
億
一
、
一
五
九
万
円
、

一
九
・
三
％
増
の
二
二
億
一
、
○
〇

九
万
円
と
な
り
、
初
め
て
市
債
の
額
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轡欝麟蜷性質別内訳

　識篠鍛
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普通建設事業鶯
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を
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
総
務
費
は
一
六
・
二
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
克
雪
生
活
圏
・
冬
期

孤
立
集
落
・
七
和
会
館
な
ど
の
事
業

の
完
了
に
よ
る
も
の
で
す
。
な
お
、

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
事
業
は
、
二
、
七
〇

〇
万
円
余
り
で
会
館
の
建
設
・
駐
車

場
の
舗
装
を
行
い
、
事
業
が
完
了
と

な
り
ま
す
。

　
民
生
費
は
一
七
・
五
％
と
大
幅
な

伸
び
と
な
り
ま
し
た
。
待
望
の
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
新

座
保
育
園
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
を
併
設
し
て
建
設
し
ま
す
。
ま
た
、

民
営
の
保
育
所
に
対
し
て
行
っ
て
い

る
施
設
整
備
借
入
金
償
還
金
補
助
を
、

元
金
七
〇
％
（
こ
れ
ま
で
五
〇
％
）

利
子
五
〇
％
（
二
五
％
）
に
引
き
上

げ
、
さ
ら
に
人
件
費
補
助
は
二
〇
％

か
ら
五
〇
％
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
で
は
、
昨
年
か
ら
実
施
し

て
き
た
地
域
医
療
計
画
策
定
事
業
を

一
〇
〇
万
円
で
実
施
し
、
計
画
を
完

　
　
ロ

了
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
六
〇
〇
〇
万

円
余
、
一
〇
・
九
％
の
伸
び
で
す
。

農
村
定
住
事
業
は
総
額
二
、
一
五
六

万
円
で
、
中
条
地
区
で
は
取
付
道
路
、

駐
車
場
の
舗
装
に
よ
り
完
了
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
い
よ
い
よ

管
路
一
・
五
㎞
の
工
事
と
終
末
処
理

場
の
用
地
買
収
に
入
り
ま
す
。

　
新
林
構
で
は
、
塩
ノ
又
森
林
公
園

整
備
費
と
し
て
、
二
、
八
○
○
万
円

で
取
付
道
路
舗
装
、
駐
車
場
舗
装
な

ど
を
行
い
ま
す
。
重
点
施
策
と
し
て

進
め
て
き
た
農
業
基
盤
整
備
は
、
県

営
で
島
工
区
（
小
黒
沢
）
、
川
治
工

区
、
団
体
営
で
鴨
田
（
中
条
）
中
島

（
下
条
）
の
各
地
区
を
実
施
し
ま
す
。

　
商
工
費
は
○
・
三
％
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
六
〇
年
度
か
ら
、
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
建
設
費
の
借
入

金
償
還
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
観
光
施

一般会計予算の主な使いみち

　　　　　　　　　　　　　（単位万円）

務費
集会施設助成事業（高島）…一…・………・……455

タリティ会館建設事業…一…………・……一2，715

費
会
リ
費
害
会
育
水
質
水
住
農
地
圃
合
落
合
設
費
業
施
産
情
り
会
費
装
良
装
原
工
備
整
消
段
械
修
業
園
地
車
市
費
校
校
屋
プ
区
育

務
集
タ
生
障
社
保
林
品
林
定
営
土
営
総
集
総
開
工
産
光
の
の
つ
協
木
舗
改
舗
用
道
整
溝
（
（
機
改
事
公
用
駐
丑
育
小
小
小
小
地
体

総
域
所
民
体
聞
座
農
麦
農
村
体
単
体
村
村
林
道
商
場
観
も
も
ま
光
土
四
路
路
装
県
梁
雪
雪
雪
雪
川
路
合
道
体
内
教
条
一
箇
条
沢
合

●
地
ハ
●
身
民
新
●
米
県
農
団
市
団
農
農
森
林
●
地
県
き
き
雪
観
●
特
道
道
舗
国
橋
流
防
防
除
河
街
総
緑
立
谷
●
中
飛
六
下
水
総

者福祉センター建設事業………………1億4，216

福祉施設整備費借入金償還金補助金………695
園・コミュニティセンター建設事業…1億3，041
産業費
向上物流合理化事業…一…………・…・…2ラ200

産業総合振興事業（水口など）…………2，161
事業…………・……・・………一……・……・2，156

道整備事業……・…………・………………。2，233

改良事業補助金……一………・………・…1，350

場整備事業補助金………………・・…・………811

整備モデル事業…………・…・…・…………5，331

排水事業（吉田北部地区）……………1億2，180

利用促進事業（塩ノ又森林公園）………2，800
事業…一…………・一………一…・…・…2q306

振興センター償還金補助……・…………・・3，465

設整備事業（あじさい公園）………………510
業首都づくり補助金・・………………・………500
報誌発行費補助金………・……・…・…………250
委託料・…・……………・・………一……・…1ラ200

委託料・…・……………・…・・……………・…1．000

事業………………・・………・……・…・…一1，160

事業（15路線）・・………………・………4億4，890

事業（12路線）……………………………8ラ900
材料費……………・…・…………・…一・…・1，500

事費負担金一……………・・………………3，500
事業（3橋）・一……………・…………1億0，082
備事業（8路線）…………・・……・……1億0，900

雪パイプ）事業（5路線）………………7，900
切・雪崩防止棚）事業…・……………・…・1，800

整備事業・一………・・…・…一……一…・・2，700

事業…一…………・……………・一・…一5ヲ540
（新座線・新座四日町線ほか）………1億4，770

用地買収事業…・…一………一…………3，746
買収事業……………一・…………・…・…・・4，200

場建設事業（2年継続）………………1億3，565
営住宅建設事業（2年次分）…………1億7，794

舎増改築事業（二年次分）……………1億1，791

舎・屋体増改築事業…一…………・・…1億5，603

体増改築事業…一…………・・……………9，894

一ル建設事業……………一・…………・…4ラ126
公民館建設事業・………………・…・……1億4，333

館備品…………・…・…・………・・………・……970

設
整
備
事
業
は
、
あ
じ
さ
い
公
園
に

便
所
、
東
屋
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
土
木
費
は
総
額
二
四
億
九
、
七
四

一
万
円
と
な
り
、
予
算
に
占
め
る
割

合
が
二
二
・
一
％
で
ト
ッ
プ
に
な
り

ま
し
た
。
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、

新
十
日
町
大
橋
の
実
施
設
計
を
、
川

西
町
か
ら
の
受
託
事
業
を
合
わ
せ
て

三
、
七
四
〇
万
円
計
上
。
さ
ら
に
中

沢
大
橋
四
、
八
○
○
万
円
、
緑
道
・

総
合
公
園
用
地
買
収
、
谷
内
丑
市
営

住
宅
建
設
を
継
続
し
ま
す
。
新
規
重

点
事
業
と
し
て
は
、
立
体
駐
車
場
を

二
年
継
続
事
業
と
し
て
着
工
し
ま
す
。

　
教
育
費
は
九
億
四
、
○
○
○
万
円
、

三
五
％
の
大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。

中
条
小
継
続
事
業
の
後
年
度
分
、
飛

一
小
・
六
箇
小
の
屋
内
体
育
館
を
増

改
築
し
ま
す
。
ま
た
、
水
沢
地
区
公

民
館
の
改
築
を
行
い
、
こ
れ
で
地
区

館
の
整
備
が
完
了
し
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
に
は
計
上
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
公
認
陸
上
競
技
場
建
設

の
財
源
確
保
の
見
通
し
が
立
っ
た
た

め
、
早
い
機
会
に
補
正
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

特別会計㊥
総額58億6，559万3，000円

診
療
所
［
、
二
七
万
八
、
・
・
曲

簡
易
水
道
薦
、
三
五
九
万
三
、
・
・
曲

　
　
　
下
水
道
　
｝
遜
億
八
．
二
〇
〇
万
円

老
人
保
健

＋7．2％一4，9％一25，1％一41，0％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
％

量
藤
鐵
．
懸
難
㊤
露
議
δ
O
G
湾
年
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
薗

激
翻

燕

鱈
繍

谷内丑市営住宅1棟は4月から住居開始

改築される水沢地区公民館

とお』「言薩」匿昭和60年3月10日3
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辮擬の達馨驚青饗蕃聞題の解淡を欝

一一一『青少年育成講座』のお誘い

　青少年問題は、十日町市でも

大きな社会問題です。

　現在、全市的に地区の青少年

育成組織が結成されて活動が進

められていますが、この機会に、

地域における青少年健全育成の

あり方を研修する講座を計画し

ました。

　青少年問題に関心をお持ちの

方、関係者やボランティアの方

など多勢のご出席をお待ちして

います。　　　　　　　　　／

●テーマ　青少年の健全育成
　　　　　～地域ぐるみの取りくみ方～
●講師　岡本包治先生（立教大学教授・
　　　　　日本生涯教育学会会長〉
●と　き　 1回目…3月18日（月）

　　　　　　　　19：00～21：00
　　　　　・青少年健全育成の考え方・取
　　　　　　りくみ方と実践事例について
　　　　　の講演
　　　　　2回目…3月28日（木）

　　　　　　　　19：00～21：00
　　　　　・取りくみの具体的な問題（出
　　　　　席者の質問）についての指導
●ところ　十日町市公民館（学校町1）
●主　催　市公民館・青少年育成十日町市

　　　　民会議

難磐85受講生募集
　勤労青少年ホームでは、昭和60年度の受講生を募集し

ます。あなたも、仲間づくりの輪に加わ｝）ませスか。

囹受講資格　市内に在住または勤務している25歳以下の

　方（ブライダルセミナーは30歳以下）

圃申し込み及び利用者登録　受付は3月15日～4月1日

　　ただし、定員になぴ）次第締切ります。希望する方は、

　青少年ホーム事務室に備えつけてある申込書に記入し

　て提出してください。　（継続する方も同様です）受講

　者からは災害保険料200円、利用者協議会会費100円を

　いただきます。

囹合同開講式　4月5日働　18：30～20：30…受講者は必

　　　　　　ず出席してください。
※詳しくは十日町市勤労青少年ホーム（實57－8918〉へ。

公民館では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
第11回　　　　　　　　・・　　　　　昭和60年度

市民芸能祭参加団体　　　　　　　　公民館利用団体
期日　夏の部6月23日（日）、秋の部10月　1　市公民館では、市民の社会教育

　　20日（日〉、※いずれも昼間。参加団　1活動を盛んにするため、団体・グ

　　体はどちらか1回に限ります・　1ループに会場を提供しています。
会場　十日町市民会館ホール　　　　　1　昭和60年度に公民館（十日町・

出演団葎．㌍塩臨蘇犠質中条・飛渡・”1治・下条）を利用

　　　　　　　　　　　　　　　，　して学習・文化・レクなどの社会
出演時間　原則として1団体15分以内　・　　　　　　＿
申し込み先　3月31日までに公民館本　1教育活動を行いたい団体は4月10

　　館または各地区公民館へ　　　　1日（火）までに各公民館に申し込んで

※詳しくは公民館本館（費57－5011）へ。　1　ください。

講座名 曜　　日 人数 教　材　費

花道A
第1・3木曜日 30名 年額24，000円（12，000円×2回）

花道B
第2・4木曜日 30名 〃

料理A
第1・3水曜日 20名 年額10，000円（5，000円×2回）

料理B
第2・4水曜日 20名 〃

茶　　道 毎週月曜日 15名 年額9，000円（3，000円×3回〉

きもの着付 毎週水曜日 20名 9ヵ月（4～12月）
7，000円（3，500円×2回）

「和食の礼儀作法」　「洋

食マナー」などは実費を

いただく予定です。

30名

ワ　　　　　　5月～11月、15回

ブライダル　原則として月2回

セミナー金曜日。日曜日の

　　　　　　場合もあります。

★時間はブライダルセミナー（19：00～21：00）を除き18130～21：00

★教材費は（）書きの分割払いもできます。

地域の

、拝見ノ

◆10◆

未
来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
条
地
区
の
活
動

　
近
年
、
青
少
年
の
非
行
が
増
加
し

て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

家
庭
や
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
の

各
分
野
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成
が

さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
、
青
少
年
育
成
市

民
会
議
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
下

条
で
も
、
五
十
七
年
に
三
つ
の
子
供

会
が
加
入
し
、
五
十
八
年
に
は
二
つ

の
子
供
会
が
市
の
子
供
会
（
市
子
連
）

に
加
入
し
ま
し
た
。

　
桑
原
子
供
会
（
二
二
人
）
、
貝
ノ

川
協
力
子
供
会
（
一
九
人
）
、
下
条

本
町
わ
ん
ぱ
く
子
供
会
（
二
二
人
）
、

岩
野
子
供
会
（
四
一
人
）
、
も
え
ろ

子
供
会
（
三
一
人
）
の
五
つ
の
子
供

会
と
も
に
、
育
成
会
が
た
い
へ
ん
し

っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
岩
野
子
供
会
の
育
成
会岩野子供会の第1回スキー大会

は
、
母
親
に
ま
か
せ
て
お
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
原
則
と
し
て
父
親
が

な
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
し
、
貝
ノ

川
子
供
会
の
育
成
会
で
は
、
子
供
は

夫
婦
で
つ
く
っ
た
の
だ
か
ら
と
父
．

母
両
方
の
名
前
を
登
録
し
、
健
全
育

成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
貝
ノ
川
協
力
子
供
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
と
、
四
月
は
石
ひ
ろ

い
、
五
月
は
花
だ
ん
作
り
と
探
鳥
会
、

六
月
は
集
落
セ
ン
タ
ー
の
草
と
り
、

七
月
は
七
夕
ま
つ
り
、
八
月
は
親
子

キ
ャ
ン
プ
と
夏
休
み
学
習
会
、
九
月

は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
十
月
は
ハ
イ
キ

ン
グ
、
十
一
月
は
工
場
見
学
、
十
二

月
は
ク
リ
ス
マ
ス
、
一
月
は
鳥
追
い
・

ほ
う
り
ん
洞
・
二
月
は
節
分
豆
ま
き
、

三
月
は
ス
キ
i
大
会
と
た
い
へ
ん
も

り
だ
く
さ
ん
の
行
事
で
す
。
子
供
達

が
全
部
計
画
し
て
、
下
級
生
に
も
よ

く
わ
か
る
よ
う
に
、
イ
ラ
ス
ト
入
り

の
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
配
布
し
て
い
ま

す
。　

桑
原
子
供
会
で
は
、
空
カ
ン
ひ
ろ

い
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

ド
ン
ド
焼
き
な
ど
の
ほ
か
に
、
部
落

に
昔
か
ら
伝
わ
る
天
神
講
（
毎
年
十

一
月
二
十
三
日
）
を
戦
中
・
戦
後
も

継
続
し
、
今
、
子
供
会
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
さ
れ
て
活
動
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
育
成
会
の
田
中
さ

ん
は
自
分
で
は
子
供
が
な
い
の
に
育

成
者
に
な
り
、
指
導
者
に
な
っ
て
桑

貝
ノ
川
協
力
子
供
会
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
琳
、
　
．
　
聯
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
難

　
　
　
　
　
　
撒
　
　
謙
輸
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
縷

　
　
　
　
　
　
竈
灘
榊

原
子
供
会
の
設
立
や
地
域
子
供
会
の

た
め
に
つ
く
し
て
い
ま
す
。

　
原
の
も
え
ろ
子
供
会
は
、
部
落
有

志
が
作
っ
た
タ
ル
み
こ
し
を
祭
り
に

は
か
つ
ぎ
、
地
域
を
明
る
く
す
る
先

兵
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
姿
に
、
部
』

落
民
は
目
を
細
め
て
い
ま
す
。

　
下
条
わ
ん
ぱ
く
子
供
会
は
、
部
落

内
に
小
・
中
学
校
、
保
育
所
が
あ
る

た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
集
会
施
設
に

恵
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
レ
ク
リ
ェ
i
・

シ
ョ
ン
に
飛
び
ま
わ
り
、
た
く
ま
し

い
子
供
達
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
五
つ
の
子
供
会
で
す
が
、
下
一

条
全
域
に
子
供
会
が
誕
生
す
べ
く
組

織
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
子
供
会
活
動
を
通
じ
て
非
行

な
ど
考
え
ら
れ
な
い
、
明
る
く
た
く

ま
し
い
子
供
達
に
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
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“
北
越
北
線
”
3
月
2
4
日
、
工
事
再
開

　
国
鉄
再
建
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、

工
事
が
凍
結
さ
れ
て
い
た
北
越
北
線

は
、
新
潟
県
や
沿
線
市
町
村
、
民
問

　
　
　
　
　
　
　
ノ

会
社
な
ど
が
出
資
す
る
、
北
越
急
行

（
株
）
が
経
営
を
行
う
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
必
要
な
諸
手
続
き
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
昭
和
五
十
九
年
度
予

算
、
七
億
五
、
○
○
○
万
円
の
配
分

を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
来
る
三
月

二
十
四
日
（
日
）
午
前
一
一
時
三
〇

分
か
ら
、
十
日
町
駅
構
内
で
工
事
着

工
に
あ
た
っ
て
の
み
そ
ぎ
は
ら
い
の

儀
式
が
、
同
一
二
時
三
〇
分
か
ら
は
、

ク
ロ
ス
ー
0
に
お
い
て
祝
賀
会
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
北
越
北
線
の
一
番
列
車
は
、

昭
和
六
十
六
年
四
月
に
走
ら
せ
る
こ

と
を
目
標
に
、
工
事
が
進
め
ら
れ
る

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
や
市
町
村
が
出
資
す
る
会
社
が

経
営
す
る
北
越
北
線
は
、
言
い
か
え

れ
ば
、
県
民
や
市
民
が
株
主
の
会
社

の
鉄
道
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
「
お
ら
た
ち
の
鉄
道
・
北
越

北
線
」
を
、
ど
の
よ
う
に
育
て
て
い

く
か
、
活
用
し
て
い
く
か
が
課
題
で

あ
り
、
今
後
、
開
通
ま
で
に
み
ん
な

で
知
恵
と
力
を
出
し
あ
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
学
校
P
T
A
「
非
行
防
止
」
に
独
自
な
運
動
を
展
開

　
市
内
で
深
刻
化
し
て
い
る
青
少
年

の
非
行
。
年
々
そ
の
件
数
も
増
え
て

い
る
傾
向
で
す
が
、
こ
う
し
た
事
態

を
重
視
し
昨
年
か
ら
十
日
町
中
学
校

P
T
A
（
保
坂
隆
夫
会
長
）
を
中
心

に
、
市
内
の
全
て
の
中
学
校
P
T
A

が
「
環
境
浄
化
運
動
」
を
独
自
に
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ビ
ニ
ー

ル
本
・
映
画
な
ど
の
成
人
向
看
板
・

チ
ラ
シ
広
告
・
酒
・
タ
バ
コ
の
自
販

機
を
子
ど
も
の
目
や
心
か
ら
切
り
離

す
こ
と
や
、
シ
ン
ナ
i
・
不
純
異
性

i　　2月22～24
1日の3日間、

　山形県米沢市

　で開催された

　「雪シンポ」に

　当市からも、

　諸里市長以下

　市議を含め7
　人が参加。

　　このシンポ
「雪との闘いの

、59豪雪の体験

ついて、克雪用

などや、“四全

し、約250人の
ていました。　／

交
遊
・
深
夜
俳
徊
・
暴
走
行
為
な
ど

の
追
放
な
ど
を
目
的
に
環
境
浄
化
を

求
め
る
署
名
活
動
を
実
施
し
、
今
年

一
月
中
旬
に
約
八
、
七
〇
〇
人
の
署
名

諸里市長が基調講演
～米沢・克雪利雪まちづくりシンポジウム～

灘
卸

轟

鑛

、
盗

ジウムの基調講演には、諸里市長が「

中で」と題して約1時間の講演。56、

の中からの克雪対策の現状と課題につ

水、屋根雪処理、雪の研究機関設置な

総。への雪国としての対応などを話し

＼各雪対策担当者が熱心に耳を傾けて

集まった約8，700人の署名簿

猟
焚
焚
焚
炎
焚
炎
焚
焚
焚
焚
焚
焚
焚
炎
焚
聚
焚
炎
焚
焚
焚
焚
焚
焚
焚
聚
聚
焚
焚
焚
焚
炎
聚
焚
焚
炎
炎
焚
毒

撞1

糊
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
團

聯
諮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞

蹴
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

聯
雍

欺欺欺欺
　
「
北
越
北
線
の
建
設
現
場
へ
転
勤
が

欺欺
決
ま
り
ま
す
と
ね
、
子
ど
も
は
宣
口
ぶ

欺
の
で
す
よ
、
ス
キ
ー
や
雪
遊
び
が
で

翠
き
る
っ
て
・
奥
さ
ん
も
・
雪
国
っ
て

欺欺
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ね
、
な
ん
て
言
う
そ

欺
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
冬
過
ご

欺
す
と
・
も
う
ゲ
ッ
ソ
リ
し
て
・
ど
こ

蝋蝋
で
も
い
い
か
ら
雪
の
な
い
と
こ
ろ
に

蝋
転
勤
し
た
い
っ
て
言
い
出
し
ま
す
ね
」

欺
　
　
　
　
、

　
　
高
野
さ
ん
が
　
そ
ん
な
話
し
を
す

欺欺
る
．

欺
　
快
晴
の
関
東
平
野
が
尽
き
る
と
、

欺欺
厚
い
雪
雲
に
被
わ
れ
た
県
境
の
山
々

欺
が
望
ま
れ
、
と
き
ど
き
日
が
陰
る
よ

欺
う
に
な
っ
た
・
利
根
川
の
渓
谷
に
沿

欺欺
っ
て
上
り
、
沼
田
を
過
ぎ
る
と
地
面

欺
に
雪
が
見
え
は
じ
め
た
。

欺
　
水
上
あ
た
り
か
ら
雪
が
深
く
な
り
、

欺欺
新
清
水
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
急

欺
行
「
よ
ね
や
ま
」
は
雪
国
に
突
入
し

警
・
山
々
も
樹
々
畠
無
垢
の
打
掛

欺

を
集
め
る
一
方
、
自
販
機
設
置
業
者
、
欺
を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
た
よ
う
に
白
一
色
、

書
籍
・
酒
・
タ
バ
コ
販
売
小
売
店
、
　
欺
そ
れ
が
雲
間
か
ら
さ
す
日
に
輝
い
て

難
い
㌶
耀
協
力
依
讐
磐
驚
酵

　
地
域
運
動
と
し
て
の
非
行
防
止
に
欺
拍
手
さ
え
起
っ
た
・

動
き
出
し
た
P
T
A
活
動
に
今
後
廠
越
後
湯
沢
で
ス
†
客
の
大
半
が

大
き
な
期
待
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
欺
下
車
し
、
車
内
が
静
か
に
な
っ
た
。

白
き
湖
底
の
町
に
て

旅
行
作
家

　
左
窓
に
新
幹
線
用
の
駅
が
雪
国
に

似
つ
か
わ
し
く
な
い
偉
容
を
見
せ
て

い
る
。
北
越
北
線
が
開
通
す
れ
ば
、

新
幹
線
に
接
続
す
る
越
後
湯
沢
始
発

の
特
急
が
富
山
、
金
沢
へ
向
け
て
発

車
し
て
行
く
は
ず
な
の
だ
が
、
は
た

し
て
そ
の
日
に
め
ぐ
り
会
え
る
か
ど

う
か
、
わ
か
ら
な
い
。

「
北
越
北
線
に
は
特
急
が
走
る
の
で

し
ょ
う
ね
」
と
私
は
訪
ね
た
。

「
特
急
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

優
等
列
車
を
四
往
復
、
各
駅
停
車
が

六
往
復
、
そ
の
ほ
か
貨
物
列
車
も
走

ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
設
計
し
た
よ

う
で
す
」

　
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
、
と
嬉
し
く
な

っ
て
、

「
愛
称
は
何
に
な
り
そ
う
で
す
か
」

と
私
は
言
っ
た
。

「
さ
あ
」

「
北
越
北
線
の
沿
線
に
は
有
名
な
山

も
観
光
地
も
な
い
よ
う
で
す
し
、
い

っ
そ
の
こ
と
雪
に
因
ん
だ
も
の
に
し

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
」

「
そ
う
で
す
ね
」

「
特
急
『
豪
雪
』
。
特
急
『
な
だ
れ
』
、

こ
れ
は
い
り
ま
せ
ん
。
　
『
雪
ど
け
』

な
ん
て
の
も
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ

て
わ
る
く
な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、

こ
れ
で
は
ス
キ
ー
客
が
乗
ら
な
い
か

な
。
や
っ
ぱ
り
『
ゆ
き
ぐ
に
』
で
し

宮
脇
俊
三

よ
う
か
。
川
端
康
成
の
『
雪
国
』

湯
沢
が
舞
台
で
す
し
」

　
と
、
に
わ
か
に
私
は
多
弁
に
な
っ
欺

た
・
高
野
さ
ん
は
黙
っ
て
苦
笑
し
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

い
る
。
い
よ
い
よ
マ
ニ
ア
が
本
性
を
欺

あ
ら
わ
し
た
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
取

か
も
し
れ
な
い
・
い
ず
れ
に
せ
よ
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅

い
ま
は
愛
称
名
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

〈
小
説
新
潮
ス
ペ
シ
ャ
ル
．
一
九
八
欺

一
年
．
春
季
号
よ
り
〉
　
　
　
　
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

　
　
　
　
　
ち
　
ま
　
　
づ
鼠

　
　
　
発
巖
菰
た
つ
鮎
欺

　
号

　
　
　
わ

明　
番

　
　
　
ざ

中
不
　
　
や
ゆ

　
車

　
　
　
始
艦
躍
禦
講
織
講
如
激

　
　
み
ど

休
込　
　

　
　
お
ち

運
見
　
　
お
え

　
縷
艦
囲
顔
・
　
濃

線
通

全
開　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塀
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幾

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籏

下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
欺

　線　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袈

臥
北　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幾

炉
越

猷
北　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔑

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
號

翻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
欺

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎖
欺

的　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叢

十　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵

一　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍛
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銭

六

　
辱
　
鷹
薩
穏
＝
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醐
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輔
糠
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作
修

三
監

墓
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・
－
・
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藝
轟
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俊
非

脇
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祁
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宮
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難昭和囎華捜磁

㎜
㎜
㎜

蔽賓講望者を募集

　
雪
国
に
住
む
私
達
に
と
っ
て
、
屋

根
雪
の
処
理
は
最
大
の
テ
ー
マ
。
屋

根
上
で
効
果
的
に
融
雪
処
理
す
る
も

の
、
平
年
雪
で
あ
れ
ば
屋
根
上
に
放

置
し
て
お
け
る
耐
雪
構
造
な
ど
、
様

々
な
シ
ス
テ
ム
が
、
市
内
の
家
屋
に

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
現
在
こ
う
し
た
「
克
雪

住
宅
」
の
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
四
月

一
日
か
ら
「
克
雪
住
宅
相
談
コ
ー
ナ

ー
」
を
市
民
生
活
課
環
境
係
内
に
開

設
し
、
皆
さ
ん
の
要
望
や
相
談
に
応

じ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
六
〇
年
度
克
雪
住
宅

づ
く
り
資
金
貸
付
希
望
者
を
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

囹
貸
付
対
象
経
費

　
①
融
雪
式
屋
根
住
宅
な
ど
を
建
築

す
る
の
に
要
す
る
経
費

　
②
住
宅
な
ど
を
融
雪
式
屋
根
構
造

に
改
良
す
る
の
に
要
す
る
経
費

　
③
融
雪
式
屋
根
雪
処
理
施
設
の
設

置
に
要
す
る
経
費

（
い
ず
れ
も
平
年
雪
に
対
し
て
融
雪

処
理
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
、
地
下

水
の
開
放
利
用
を
伴
う
も
の
は
除
く
）

　
④
耐
雪
住
宅
な
ど
（
積
雪
荷
重
三
・

三
m
以
上
）
の
建
築
に
要
す
る
経
費

囹
貸
付
限
度
額

　
工
事
費
所
要
額
（
五
〇
万
円
以
上
）

の
八
○
％
以
内
で
、
一
〇
万
円
単
位

で
最
高
三
〇
〇
万
円
ま
で

幽
貸
付
利
率
　
年
五
・
○
％

囹
貸
付
期
間
　
十
年
以
内

幽
保
証
人
お
よ
び
担
保
　
市
内
に
居

住
し
、
弁
済
能
力
の
あ
る
確
実
な
連

帯
保
証
人
一
名
以
上
。
（
担
保
を
つ
け

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

囹
募
集
期
問
　
四
月
一
日
～
三
十
日

囹
申
込
先
な
ど
　
申
し
込
み
お
よ
び

必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
市
．
市

民
生
活
課
環
境
係
（
盈
五
七
－
三
一

一
一
㊥
一
四
一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
駅
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
国
鉄
で
は
、
三
月
十
四
日
か
ら
列

車
の
運
転
時
刻
な
ど
を
つ
ぎ
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ

い
て
は
十
日
町
駅
（
智
五
二
ー
二
三

二
七
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
飯
山
線
関
係
〉

①
全
体
的
に
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
列
車
の
本
数
も
同
じ
で
す
。

②
越
後
川
口
か
ら
上
越
線
へ
の
乗
継

体
系
な
ど
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

〈
例
〉

●
現
行
6
：
5
9
発
越
後
川
口
行
は
十

　
日
町
6
：
5
0
発
に
か
わ
り
、
川
口

　
で
4
分
待
ち
で
乗
換
え
で
き
ま
す
。

●
8
：
2
2
発
の
越
後
川
口
行
は
8
：

　
2
3
発
に
変
わ
り
、
越
後
川
口
か
ら

　
上
り
列
車
に
乗
継
ぎ
で
き
ま
す
。

●
1
5
：
0
4
発
越
後
川
口
行
は
1
5
：
1
0

　
発
に
変
わ
り
、
越
後
川
口
で
上
・

　
下
列
車
に
乗
継
ぎ
で
き
ま
す
。

●
快
速
新
潟
発
十
日
町
行
は
、
現
行

新
潟
発
1
9
：
0
2
で
す
が
　
改
正
後

　
は
新
潟
発
1
5
：
3
9
と
な
り
、
十
日

　
町
へ
1
8
：
0
1
に
到
着
し
ま
す
。

●
最
終
の
上
り
列
車
は
越
後
川
口
駅

　
を
現
行
よ
り
8
分
早
い
2
0
：
5
5
発

　
と
な
り
、
上
越
線
の
上
・
下
列
車

　
か
ら
乗
継
ぎ
が
で
き
ま
す
。

●
急
行
野
沢
号
は
、
長
野
ま
で
の
乗

　
車
時
間
が
8
分
、
長
野
か
ら
十
日

　
町
ま
で
は
4
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

〈
上
越
新
幹
線
関
係
〉

①
大
宮
駅
始
発
・
終
着
の
「
あ
さ
ひ
」

「
と
き
」
は
、
上
野
駅
始
発
・
終
着

と
な
り
ま
す
。

②
「
あ
さ
ひ
」
「
と
き
」
を
増
発
し

ま
す
。

●
新
潟
～
上
野
間
に
「
あ
さ
ひ
」
六

　
往
復
（
内
一
往
復
は
季
節
）
を
増

　
発
し
、
　
「
あ
さ
ひ
」
　
一
七
往
復
、

　
「
と
き
」
一
〇
往
復
の
二
七
往
復

　
体
制
と
し
ま
す
。

≠
　
　
掬

●
越
後
湯
沢
～
上
野
間
に
「
と
き
」

　
七
往
復
（
内
二
往
復
は
季
節
）
を

　
新
設
し
ま
す
の
で
、
越
後
湯
沢
～

　
上
野
間
は
三
四
往
復
体
制
と
な
り

　
ま
す
。

③
乗
車
時
問
（
到
達
時
分
）
が
短
縮

さ
れ
ま
す
。

●
現
行
上
野
～
大
宮
間
の
リ
レ
ー
号

　
を
含
め
て
比
較
す
る
と
、
新
潟
～

　
上
野
が
1
時
間
5
3
分
、
越
後
湯
沢

　
～
上
野
が
1
時
間
1
5
分
と
な
り
、

　
3
1
分
～
3
8
分
ほ
ど
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　
い
い
ニ
ュ
ー
ス
が

　
　
　
あ
り
ま
す

　
新
幹
線
自
由
席
特
急
回
数
券
（
六

枚
つ
づ
り
、
越
後
湯
沢
‡
上
野
）
を

十
日
町
駅
で
購
入
で
き
ま
す
。
三
月

十
四
日
か
ら
発
売
で
す
。

　
ま
た
十
日
町
駅
で
は
、
全
国
ど
こ

の
キ
ッ
プ
も
買
え
ま
す
。
買
っ
て
い

た
だ
く
と
、
十
日
町
駅
利
用
者
数
に

数
え
ら
れ
ま
す
。
十
日
町
駅
の
マ
ル

ス
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
乗
車
券
発
売
機
）

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
飯

山
線
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

　　昭和60年度・障害者

　米国留学研修派遣事業
　障害をもつ人を米国に派遣し、留学

研修（3ヵ月～1年間）を行い、帰国

後、それぞれの分野でリーダーとして

活躍することを期待して実施される事

業です。

　詳細については、至急、市・社会福

祉事務所援護係（智57－3111㊨133）

までお問い合わせください。

・●o　o．9．●一．・・●〇〇．●曾●．o．豊　　　　　　　　　　　　　　　掬

早春に贈る……

1灘鞭懸懸灘灘i
　…ピアノ：市村俊雄（十日町市出身）

・◎と　き　4月2日㈹　開場18：00

　　　　　　　　　開演18：30
◎ところ　十日町市市民会館ホール

◎入場料　前売券2，000円

　　　　当日券2，200円
◎チケット取扱所　イトー楽器、大万

　書店、田倉、丸久紙店、十日町新聞社、

　十日町タイムス社、各公民館

◎主催　市民コンサート協会、市公民館

◎演奏者紹介

　宮本明恭…NH　K交響楽団首席奏者

　　　　　国立音大助教授
　市村俊雄…伊達出身、八戸市白菊学

　　　　　園高校教諭
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第
三
期
対
策
も
二
年
目
に
入
り
、

農
家
の
実
転
作
を
で
き
る
だ
け
少
な

　
　
ぺ

く
す
る
た
め
に
他
用
途
利
用
米
が
大

幅
に
増
え
る
な
ど
、
取
り
扱
い
が
一

部
変
更
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
改
正
点
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
昭
和
六
〇
年
度
の
転
作

目
標
面
積
・
他
用
途
利
用
米
お
よ
び

事
前
売
り
渡
し
申
し
込
み
限
度
数
量

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
管
理
転
作
・

青
刈
り
稲
が
廃
止
さ
れ
、
他
用
途
利

用
米
が
前
年
に
比
較
し
て
二
倍
強
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〈
昭
和
六
〇
年
度
の
主
な
改
正
点
〉

①
保
全
管
理
と
青
刈
り
稲
に
関
す
る

改
正
内
容

養騰盤麹鱗欝羅穫　　　　　　　　薙　　　　　　擁　　　　　璽　　　　翻　　嚢　難講

昭和60年度

目標面積

内　　　　　訳 （参考）

昭和59年度
目標面積一般転作 他用途利用米

　　　　ha
　235．0

（一5．5％）

　　　　ha
　160．0

（一25．4％）

　　　　ha
　75．0

（＋118．0％）

　　　ha
248．8

難踊還劉篇・灘

　
保
全
管
理
・
青
刈
り
稲
は
水
田
利

用
再
編
対
策
が
始
ま
っ
た
当
時
、
山

間
地
で
は
対
応
で
き
る
作
物
が
な
い

た
め
緊
急
避
難
的
に
取
り
組
ま
れ
た

も
の
で
す
。
従
っ
て
他
用
途
利
用
米

制
度
が
あ
る
以
上
そ
の
必
要
性
が
な

い
の
で
、
保
全
管
理
お
よ
び
青
刈
り

稲
は
実
施
し
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

（
転
作
の
対
象
と
し
ま
せ
ん
。
）
た
だ

し
災
害
な
ど
特
別
な
場
合
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

②
市
奨
励
作
物
に
関
す
る
改
正
内
容

　
カ
ラ
芋
と
加
工
ト
マ
ト
が
市
の
奨

励
作
物
に
加
わ
り
ま
し
た
。
カ
ラ
芋

を
重
点
作
物
に
、
加
工
ト
マ
ト
を
地

域
振
興
作
物
に
加
え
、
面
積
加
算
金

を
一
〇
a
当
た
り
五
、
○
○
○
円
つ

面積 数量 備　　　　　　　考

　ha

75．0

　　俵

5，484

※面積は転作目標面積の内数
※数量は事前売渡し申し込み限度
数量のワク外

当初雛難擁濃毯顯し込み限震数董

区　　分 昭和60年産米
（参考）

昭和59年産米 比較

内
　
訳

うるち米
　　　俵
97，497

　　　俵
97，027

　　　俵
十470

も　ち　米 8，290 8，322 一　32

合　　計 105，787 105，349 十438

け
ま
す
。

〈
市
の
基
本
方
針
〉

．
集
落
ぐ
る
み
の
計
画
転
作

．
転
作
内
容
の
向
上

．
保
全
管
理
お
よ
び
青
刈
り
稲
の
廃
止

．
他
用
途
利
用
米
制
度
の
積
極
的
活

用
．
重
点
作
物
（
大
豆
・
カ
ラ
芋
）
、
地

域
振
興
作
物
（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
加

工
ト
マ
ト
）
の
推
進

〈
市
単
独
補
助
事
業
の
主
な
も
の
〉

①
重
点
作
物
、
地
域
振
興
作
物
奨
励

事
業

．
面
積
加
算
金
　
一
〇
a
当
た
り
五
、

○
○
○
円
（
大
豆
・
カ
ラ
芋
・
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
・
加
工
ト
マ
ト
）

・
出
荷
奨
励
金
　
三
〇
㎏
当
た
り
一
、

○
○
○
円
（
大
豆
の
み
）

・
経
営
近
代
化
施
設
整
備
補
助
（
大

豆
の
み
）
機
械
は
七
割
、
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
は
五
割
補
助

・
土
壌
改
良
費
補
助
（
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
み
）
新
植
に
必
要
な
土
壌
改
良

剤
を
基
準
事
業
費
の
五
割
補
助

・
苗
購
入
費
補
助
（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
み
）
基
準
事
業
費
の
五
割
補
助

②
集
団
転
作
促
進
事
業

　
集
団
転
作
育
成
費
と
し
て
定
額
補
助

③
部
落
推
進
費
補
助
事
業

　
転
作
の
定
着
と
目
標
達
成
の
た
め

部
落
の
活
動
費
と
し
て
定
額
補
助

〈
他
用
途
利
用
米
制
度
〉

　
水
田
の
荒
廃
防
止
と
高
い
生
産
力

の
活
用
、
加
工
原
材
料
米
の
輸
入
阻

止
と
国
内
に
お
け
る
原
材
料
米
の
確

保
を
目
的
と
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り

他
用
途
利
用
米
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

◎
他
用
途
利
用
米
の
面
積
は
転
作
面

積
の
内
数
と
し
ま
す
。

◎
他
用
途
利
用
米
は
、
そ
の
面
積
お

よ
び
出
荷
数
量
に
つ
い
て
集
荷
業
者

と
契
約
を
結
び
ま
す
。

◎
他
用
途
利
用
米
の
面
積
お
よ
び
出

荷
数
量
を
転
作
実
施
計
画
書
に
記
入

し
ま
す
。

◎
他
用
途
利
用
米
の
現
地
確
認
は
行

わ
ず
、
出
荷
時
に
出
荷
数
量
を
確
認

し
、
こ
れ
を
面
積
に
換
算
し
て
転
作

実
施
面
積
と
し
ま
す
。
従
っ
て
圃
場

の
面
積
は
直
接
関
係
し
ま
せ
ん
。

◎
自
然
災
害
、
病
虫
害
な
ど
に
よ
り

被
害
を
受
け
、
耕
作
し
て
い
る
水
田

の
全
収
量
が
著
し
く
低
下
し
た
場
合

は
調
整
を
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

は
契
約
し
た
数
量
を
全
量
出
荷
し
な

鰯灘馨馨雛の鞍獺漿鋤補助金（搬鑑糊〉

区　　　分

基本額
集落の基

準反収に

応じて支

払われる

国の加算額
（転作定着化推進加算）

市の加算額
第1種
加　算

第2種
加　算

転
　
　
　
　
作

特
定
作
物

大豆、そば
飼料作物等

　　円
42，000

　　円
20，000

　　円
10，000

5，000円
（大豆）

永
年
性
作
物

果樹、その
他の木本性
作　物　等

50，000 20，000 10，000

一
般
作
物
等

†直ホ木、水田
養魚、、養魚
池、　たばこ

等
曹
　
　

野　菜　類

27，000

22，000

15，000

15，000

10，000

曹　　曹

10，000

　　5，000
　アスパラガス
　カ　　ラ　　芋

　加工トマト

土
地
改
良
通
年
施
行

土地改良通
年施行（国
県の補助に
よる基盤整
備事業を通
年で実施し
た場合）

25，000

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
価
格
は
一
～
二
等
が
一
俵
（
六
〇

㎏
）
当
た
り
一
〇
、
四
三
〇
円
、
三

等
が
一
〇
、
○
八
○
円
で
す
。

◎
出
荷
は
三
〇
㎏
（
一
袋
）
単
位
と

し
ま
す
。

◎
他
用
途
利
用
米
の
品
種
は
、
ア
キ

ヒ
カ
リ
を
中
心
と
し
た
う
る
ち
米
の

み
で
あ
り
、
規
格
は
一
～
三
等
の
も

の
で
規
格
外
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

〈
国
お
よ
び
市
の
転
作
奨
励
補
助
金
〉

右
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
農
家
向

け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
よ
く
お
読
み
の
う
え
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

鰹難禦　園
雲響を受け付けてし穣囹

・型式A4判64頁定囹
‘露棉，，。。円膠國

識込み．粛國
合わせ市・総務課企受圖

瓢llイ教（智5H／／／付園

灘罪厩中園
●申込締切り　3月20日休）

第6回四季の十日町
力曇一　　写真コンテスト

〉テーマ　四季の十日町に取材した

　もの（未発表）1部～3部
〉サイズ　35mm判以上のカラースラ

　イドか四ツ切かワイド四つのカラ
　ープリント（単写真）

〉応募方法　作品の裏面または応募

’票に題名、住所、氏名、電話番号、

　データを記入して、クロス10内観
　光協会へ。（スライドは枠に記入し

　てください。）

1〉締切日　3月20日消印有効

〉その他　作品の使用権は主催者に
　帰属します。

と『6』「創匿‘1旨　昭和60年3月10日7



たい“く・
スポーツコーナー

轟隣　楽しもうスポーツ
融
．
　
　 つくろう健康

灘霧 響撫

〈入場券〉前売1）　（当日）

一　般1，000円（1，500円）

中・高生　　500円　（800円）

小学生　200円　（300円）

市制施行30周藍・総会繊講錘・軟庭創始100周年記念

　麟讐圖蒙選撚螺饗藤藻雛圖町災1警欝　

～主催十日町市教育委員会　主管十日町市軟式庭球連盟・十日町市のテニスを育てる会～

3月24日（日）総合体育館開場AM8：30開会式9：30試合開始10：00

木口利充
籔崎秀一
若梅明彦

藤原伸二
百町善明

榎並克典

渡辺耕二
宮越洋一

出

S59全日本総合選手権大会

S59全日本総合選手権大会

S59全日本総合選手権大会

S59全日本総合選手権大会

S59全日本インドア選手権大会

　　　　　　　　　　2位
S59全日本インドア選手権大会

　　　　　　　　　　2位
S58新潟県選手権大会　　　優勝

S58新潟県選手権大会　　　優勝

場選手
優勝　　桜井ひろ子

3位　　塩崎立子
2位

　　　堀野美華
2位

　　　水谷妙子

　　　下地珠実

　　　多田ひとみ

　　　太田久美子

　　　柳　智子

S59全日本総合選手権大会　2位

S59全日本総合選手権大会　2位

S59全日本総合選手権大会　5位

S59全日本総合選手権大会　3位

S59関東学生選手権大会　　2位

S59全日本学生選手権大会　3位

S58新潟県選手権大会　　　優勝

S58新潟県選手権大会　　　優勝

（欝）膨斡磯蟷欄糞藷●角田屋
※選手のラケット・色紙…その他豪華景品が当たるお楽しみ抽選券付入場券です。

～国際交流・文化スポーツ基金～

　　スポーツ派遣費助成の申請を

　市では、スポーツ派遣者に対して費用の助成事業を昨
年から実施しています。つぎのことを参照のうえ、該当

者（団体・個人）は随時、申請書を提出してください。

■提出先　十日町市教育委員会、総合体育館
■提出期日　随時（すみやかに）

■該当範囲　北信越大会規模以上に参加
■添付書類　①助成交付明細書（指定用紙）

　　　　　②大会要項、プ・グラム、大会成績
　　　　　③補助金交付申請書（指定用紙）

　　　　　④補助金請求書（指定用紙）

■申請者　所属団体、もしくは個人

3／21

㈲

第5回ジュニアカップクロスカントリースキー大会
　　　　吉田中周辺　◆問い合せ先庭野スポーツ費57－9531

第1回ジュニアカップアルペンスキー大会
　市民スキー場　◆問い合せ先エビスヤスポーツ奮57－2220

∠ノ

帯欝購騒羅聯難辮群鵜讐じ
　この建物は「工業再配置

促進費補助金（通産省）」を

受けて建設されました。

十日町市大字中条乙3081番

地2

　（市営笹山野球場隣接）

▼

1
順位明記以外は第1位

　第17回十日鷹灘鎌犠雛籔灘一選手権大会◆2月10日

　　　第9回蟹鷲霧鱗騰養ヌキー大会　　◆市民スキー場

　初級コース（大回転）　　〈オールドパワー＞　倉沢光三（倉

沢石油）…3位　　〈ママさん＞　本田幸子　　〈成年二部〉　関

谷一男（サンスポーツ）　〈小低学年〉　男子：村山寿浩（川

治）…4位　女子：徳永美由起（川治）　〈小高学年〉　男子：

水落和弘（川治）…3位　女子：倉沢香里（西）　〈一般女子〉

倉沢明里（南中）

　正面コース（回転）　　〈成年一部〉　広井久夫（ホンマ科学）

〈少年〉　樋口文雄（十日町高）　　〈幼児〉　水落亮太（十日

町スキークラブ）

1
市民軟式嬢灘難響群ア選手権大会
　　　◆2欝難麟轡『　◆総合体育館

く男子の部＞　蔵品広行・阿部京一（滝泰・桐屋）組

く女子の部＞　太田久美子・柳　　智子（桐屋）組

く婦人の部＞　水落静子・前島茂子（ATC）組

第40回片晶籔藷一圏捧i華卜日町選手団

　◆2月20日講欝蟹繊辮篤県片品村

大回転〈少年＞桶沢俊明（7位）本間大（11位）＜成

年男子1部＞長津一郎（23位）＜成年女子1部＞諸

里真紀子（11位）

距離く成年男子3部・15km＞品川達平（5位）〈少．

年女子5km＞小海さゆり（11位）

　　　　市小学校親i讐鎌誰一大会
　　◆2月20日◆十日臨繊灘懸膨夢ド・市民スキー場

　リレー　●5年男子：下条小　女子：下条小　●6年男子

：十日町小　女子：十日町小

　距離●5年男子：中町健一（下条）女子：長谷川昌子

（下条）　●6年男子：高橋哲成（十日町）女子：根津愛子

（十日町）

　回　転　●5年男子：小川俊浩（東）女子：徳永優子（西）

●6年男子：小林敬司（東）女子：倉沢香里（西）
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4月

から

　県では、昭和60年度から法人県民税・

法人事業税の事務を集中して取り扱うた

め、県庁内に現行の自動車税事務所と一

体となった「新潟県法人・自動車県税事

務所（仮称）」を設置することを、現在

開会中の県議会に提案中です。

◎条例が改正された場合、今年の4月1

日からは、自動車税の事務と一緒に法人

県民税・法人事業税の課税及び収納事務を

集中して取り扱うことになります。申告

書や法人の新設届などの提出先や納税状

況などの照会先は、従来の財務事務所か

ら「法人・自動車県税事務所（仮称）」

に変わります。

◎ただし、3月申告分については、3月

末日が日曜日となっていますので、4月

の申告先が変わります

1日までに従来どおり財務事務所へ提出

してください。

◎納付場所は、金融機関、郵便局など、

現在と変わケ）ありません。

◎納税証明は、従来どおり財務事務所で

取り扱います。

◎詳細は、県総務部税務課（暦0252－23

－5511㊥3064）または十日町財務事務所

（費57－5511）へ。

◎設置予定の事務所の所在地

　●4月～6月7日　〒951　新潟市1

番堀通町5，924－28・県庁分館1階　盈02

52－23－5511

　●6月8日以降　　〒950　新潟市新

光町4番地1・新県庁行政庁舎8階　盈

0252－85－5511

偏酬1隔ll鰯酬，㎞嗣1翻而i禰1輔，舗篇繍繭繭総漁ll、

◆新規取得の場合は…

　春は原付バイクや農耕O　　　．、
　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　ハ～、一κ　　！一
作業用車などを、新しく一噸噛・“1個一　z・川1関脚
　　　　　　　　　　＼・1く～、’　　＼
取得したり、買い替えた　　　”　　’”
　　　　　　　　　　ごこりする方も多いかと思い　　一妃　・一へ
　　　　　　　　　　‘ダμ”“書4幽、岬’・
ます。きちんと申告をし、

標識（ナンバープレート）を必ず取付け

てください。

　農耕作業用車（トラクター、耕絃機、

コンバインなど）は、乗用装置があれば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

たとえ道路上を走行しなくても、法律で

標識の取付けが義務づけられていますの

でご注意ください。

◆名義変更などの場合は…

　所有者が変った時も必ず申告をしてく

ださい。未届けの場合には旧所有者に税

金がかかります。

　車体が変わったり、その他申告事項が

変わったりした場合にも届出をしてくだ

さい。

◆廃車の場合は…

　現在、使用していなかったり、所有し

ていないバイクなどの廃車手続きをお忘

れになっていませんか。標識を返納の上、

手続きをしてください。手続きをしない

と課税されます。

　なお、車体が紛失、廃棄、盗難などの

理由でなくなっている場合には、市・税

務課管理収納係（暦57－3111⑧115）へご

相談ください。

国民年金の保険料が画6，740円になります
★月額6，740円に

　国民年金の定額保険料が、今年の4月

の掛金から1ヵ月6，740円となります。付

加保険料は、今までと同額の400円です。

★改訂についてご理解を

　国民年金制度は、老齢や障害などによ

り働けなくなった時に、年金によって生

活を保障することを目的としていますの

で、いつの時代にあっても、年金の価値

を社会情勢に応じた水準に保っていかな

ければなりません。

　また、人口の高齢化が進む中で年金受

給者が増え、年金の支払いに要する費用

も年々増えています。

　このようなことから、国民年金の財源

をまかなっている保険料も引き上げが必

要になります。

　年金制度は、老齢世代を若い現役世代

が扶養し、また次の世代へとバトンタッ

チしていく、相互の助け合いの仕組みが

とられています。

　老後の生活の柱となる国民年金制度を

今後も健全に運営していくため、保険料

の引き上げについて、ご理解をお願いし

ます。

谷内丑市営住宅（耐火構造3階建）入居者追加募集

・家賃　2万4，000円（3月議会で決定）

・入居開始日　4月1日

・申し込み期限　3月22日

・申し込み・問い合わせ先

　市・建設課建築住宅係

　　盈57－3111㊥262

蝋

　昭和59年分の所得税の申告と納税はも

うお済みでしようか。

　期限はどちらも3目／5日までです。申

告と納税は＼必ず期限内に済ませるよう

にしましょう。

　確定申告をしなければならない人が＼

3月15日までに申告をしなかったり．間

違った申告をしたりすると，後で不足税額

の10％または5％の加算税が課され＼そ

の他に延滞税も納めなければなりません。

　確定申告についてのご相談は，お気軽

に税務署・税務相談室（暦52－3／84）へ。

　市では、昭和59年度新たに建設し、

4月1日から入居開始となる谷内丑市

営住宅（中層耐火1棟・18戸建）の入

居者を、次のとおり追加募集します。

・入居募集戸数　2戸

　　　　（6畳2室、5畳、DK）

＝　交通安全キャンペーン

～速度は控えめに安全運転しましょう～

◆融雪期における交通事故防止！

◆新入学（園）児童の交通事故防止！

　2月中の交通事故発生状況　　　（）内59年

市町村名 件　数 死　者 負傷者

十日町市 2（3） 0（0） 2（3）

川西町 2（1） 0（0） 2（1）

津南町 1（1） O（0） 1（1）

中里村 0（0） O（0） 0（0）

小　計 5（5） 0（O） 5（5）

累　計 11（11） 1（0） 12（11）

　国際交漁難簗櫨勲ドーツ基金
　　　　　護灘鱗簿撃とう

　　〈1，852万2，937円・2月末現在〉

●新座体協　2万5，000円　　●飛渡体協

2万5，000円

寄付あ．獲がとう

　　　＜1月22日～2月25日＞

社会福祉事業へ　〉金沢久子（峠）　1

万円　レ岡村建治（北新田）　1，000円

1〉ボーイスカウト十日町1団　1万9，19

2円　》羽根川荘募金箱　　3，284円

〉匿名　3，800円　》匿名　車椅子1台

障害者福祉へ　》郡市チャリティー実行

委員会　5万円　仲間の家へ　》日本生

命十日町支部　　3万5，333円　アフリ力

難民へ　〉本町2丁目青年部　4万8，33

2円　香典返し　＞南雲清一（春日町1）

5万円　》関谷ムツ（本町1）　1万円
1〉匿名　10万円　交通遺児等援助基金

》十日町二輪愛好会一同　5，000円　》

岩田七郎（三条市）　10万円

作、業馨電
◆3月14日休）午前9時～正午　高田町

5丁目、高山第4の各一部　高田町6丁

目の全部　◆3月15日㈹　午前8時7正

午　南鐙坂、高島第1・第2の各一部

鉢、中手、中平の全部　◆3月26日（火）

午前8時～正午　稲荷町3丁目本通り・

3丁目北、稲荷町西、八幡田町、西本町

1丁目・2丁目、南新田町1丁目の各一

部　下川原町の全部

9 とおゴ『夢』墜昭和60年3月10日
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私
が
年
賀
状
の
版
画
を
す
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
指
の
影
を
つ
け
る
の
に
掘
り
万
を
工
夫
し

ま
し
た
。
机
の
木
目
は
上
手
に
で
き
ま
し
た
。

癒
灘

③

市川陽子さん
（下条小・6年）

中町忠寿くん
（下条小・4年）

僕がロケットを操縦しているところで

す。外の風景がまわるように割ピンを

つかって工夫しました。もっと星の数

をふやせばよかったな。
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昭
和
5
9
年
度
市
政
功
労

表
彰
を
受
け
る
　
　
　
一

花
柳
花
春
さ
ん
（
67
歳
）

　
日
本
舞
踊
・
長
唄
・
小
唄
な
ど
の
指

導
・
自
ら
の
活
躍
な
ど
、
こ
の
道
ひ
と
筋

に
芸
道
五
〇
年
1
。
花
柳
花
春
さ
ん
が

市
政
功
労
者
と
し
て
、
三
月
三
十
日
に

表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
全
国
に
広
が
る
花
柳
流
の
門
下
で
、

県
内
で
花
柳
寿
輔
宗
家
の
直
門
は
た
だ

二
人
。
昭
和
二
十
七
年
に
花
柳
花
春
の

．
二
代
目
を
継
い
だ
が
「
そ
の
頃
は
二
代

目
の
重
さ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
お
か
げ

様
で
立
派
な
弟
子
も
ふ
え
、
地
盤
も
広

げ
る
こ
と
が
で
き
て
先
代
へ
の
恩
返
し

が
で
き
た
θ
と
足
跡
を
話
し
て
く
れ
た
。

　
分
水
町
に
生
ま
れ
、
七
歳
で
十
日
町

の
お
ば
さ
ん
の
家
へ
。
六
歳
か
ら
始
め

た
日
本
舞
踊
は
、
様
々
な
紆
余
曲
折
を

経
て
、
い
ま
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
「
踊
り
の
上
達
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

礼
儀
、
人
格
を
植
え
つ
け
る
こ
と
。
子

供
達
に
は
、
親
を
恩
人
だ
と
思
え
一
こ

れ
ら
を
尊
重
し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
と
い
う
。
芯
の
通
っ
た
、
常
に
前
向

き
の
人
と
の
印
象
を
受
け
た
。

　
本
名
目
平
出
ミ
ツ
子
。
関
口
樋
口
町
。

趣
味
は
朝
風
呂
。
良
い
着
物
を
き
る
こ

と
。
後
継
者
も
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
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一人ロのうごき
　■人　ロ　48，662人（一10）

　　　　男　23，940人（一4）

　　　女24，722人（一6）

　■世帯数　12，358　（一11）

〈3月1日現在・住民基本台帳〉

献眼の故松沢清治さんに感謝状

一ライオンズクラブのアイバンク運動一

　4年目になる十日町ライオンズクラブ（南

雲勝次会長）のアイバンタ運動。現在は500

人以上の人が登録していますが、昨年9月

に亡くなられた市内丸山町の松沢清治さん

が献眼第1号として手続きをされ、このほ

ど厚生大臣から感謝状が贈られました。

　伝達式で、松沢隆司さんは、「本人だけで

は無理。家族ぐるみの運動参加が大切です」

と強調されていました。

　　　　　　　　　■Nα3■
　　　　巴ド’

　　　　　　　　　　ひろのぶ
　　　　　　　小島広宣くん（誇月〕

　　　　　　小島文雄・裕子さん（宮下町東）長男

　僕はひろのぶ。広く社会のために役だてって

いう意味の名前なんだ。いま体重は／転8で標準

サイスなんだけど＼大きくてかたい頭が僕の特

徴。おこると台に頭をぶつけるけど泣かないん

だ。それと，おばあちゃんの影響を受けて民謡

が大好き。優しくて強い子に育てって＼お田さ

んはいってるヨ。

編
萎
か
ら
麟
、

◎
三
月
五
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
会

期
で
、
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
六
〇
年
度
予
算
案
が
上
程
さ

れ
、
九
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
は
、

十
五
人
の
議
員
が
市
政
各
分
野
で
の
一

般
質
問
を
行
い
ま
す
。
市
政
参
加
の
場

と
し
て
、
あ
な
た
も
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

10
食　　このコーナーへのご応募をお待ちしています。

　　市・総務課企画広報係までご連絡ください。

聾
響
躍
．

　
　
　
『

　
◎
市
民
と
語
る
日
を
四
月
一
日
か
ら
再

　
開
し
ま
す
。
　
一
回
目
は
「
屋
根
雪
融
雪

　
施
設
」
に
つ
い
て
。
詳
細
は
、
市
報
三

　
月
二
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
◎
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
は
三

　
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
。
「
雪
シ
ン
ポ
」
「
基

　
金
募
集
」
な
ど
十
八
の
事
業
が
ほ
ぽ
完

　
了
し
ま
し
た
。
　
「
明
日
に
の
び
ゆ
く
十

　
日
町
…
」
こ
の
テ
ー
マ
は
永
遠
で
す
。


